
　「持続可能な社会への貢献」と「持続的な企業価値向上」の2つのサス
テナビリティの好循環を目指す当社グループにとって、近年の保安重大
事故の発生は社会からの信頼、環境配慮、従業員や地域社会の安全、自
社成長すべての観点において価値を毀損する重大リスクと認識していま
す。このような重篤な事故を防ぐため、専門家の監査による改善策も取
り入れつつ、全社での保安防災技術の向上およびグループ・関連会社を
含む安全文化の醸成に努めます。

環境安全

環境安全・品質保証委員会
委員長：社長
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 方針とマネジメント体制
　当社グループは、「世界の人びとの“いのち”と“くらし”に貢献します」というグループミッションに基
づき、あらゆる事業活動において健康、保安防災、労働安全衛生、品質保証および環境保全を経営の
最重要課題と認識した環境安全・品質保証活動を実施しています。2022年7月に、「旭化成グループ
環境安全・品質保証・健康経営方針 」を改定し、環境安全については「安定操業および保安防災に
努めるとともに労働災害・事故の防止を図り、従業員と地域社会の安全を最優先に確保する」ことを掲
げ、取り組みを強化しています。
　法を遵守し、自ら目標を立て継続的な改善を行い、積極的に情報を公開しコミュニケーションを重ね
ることにより、社会の理解と信頼を得ることを目指します。

 現状認識と2023年度の改善方針 
　2022年度は、4月と9月に長時間火災が継続する保
安事故が発生しました。また小規模な火災・燻り、敷地
内での危険物などの少量漏洩に伴う14件の保安軽微事
故が発生しました。過去10年で累計19件の保安重大事
故・保安事故が発生しています。
　この状況を踏まえ2023年7月に行われた環境安全・
品質保証委員会において保安事故・火災拡大防止への
対応が急務であると再確認するとともに、現場への理解
を心掛け対応する、即効薬がない中で実効性ある施策を展開する、との方針を決定しました。2023年
度は、この方針に基づき以下3点を重点的に推進します。

① 保安防災技術伝承活動を全社に展開し定着を図ることによる保安事故の未然防止
② 「屋内火災高リスク箇所への防消火設備設置基準」を活用した火災拡大防止の実施
③ 現場を専門家が支援し協働することで活動のPDCAサイクルを回す

　加えて、従業員全員の安全文化醸成のため、双方向のコミュニケーションが深まるような文化をつく
り上げることを意識し、全社統一の安全活動であるライフセービング・アクション活動の推進と定着を
図っていきます。

2023年度 目標 重点取り組み施策

環境安全共通
安全文化の醸成

•  ライフセービング・アクション活動（重篤労働災害撲滅のための 
禁止行動の徹底）の推進と定着

•  経営・現場の双方向でのコミュニケーションの深化

環境安全専門人財の育成 •  環境安全高度専門職の設置と対象者の後継者育成計画 
（サクセッションプラン）の策定と実行

保安防災
保安重大事故ゼロ • 保安防災技術伝承活動の優先順位を付けた全社展開

• 現場への実効性が高い専門監査の実施

火災拡大防止 • 専門家が参画して制定した防消火設備設置基準の展開
• 公設消防と連携した実効性ある防災訓練の実施

取り組みの詳細は保安防災 をご覧ください。

保安事故・保安重大事故の発生推移
（2023年7月時点）
（件）

取締役 兼 常務執行役員 
環境安全・品質保証・支社・
製造・生産技術部門統括

川瀬 正嗣

・環境安全・品質保証統括者（各事業本部／各事業会社社長）
・環境安全統括者（各支社長／各製造所長）

環境安全担当役員

品質保証担当役員

健康経営推進室長

経営会議

環境安全・品質保証統括役員
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